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★どこのモニタでもコードレスで使用可。

★電子機器影響を気にせずどこでもセキュアな無線利用が可能

モニタレスパソコンやモバイル動画ストレージ等



ケーブル付のカメラが入
れないようなところから
撮影する。

低遅延･非圧縮伝送可能
の特性を生かして、他の
カメラと同等に扱えるの
で、演出の幅が大きく広
がる。

川の中からの中
継

コンサート会場
の舞台の上から

スポーツ中継な
ど

１波で多数のＨＤ素材伝送が可
能。

固定基地間の伝送回線や、
報道素材伝送など

３Ｄ立体映像
はもう実用化
目前

スーパーハイビジョン
でより高精細な映像を

イベント会
場などで、
個人のＰＤ
Ａにデータ
を送ったり

携帯電話に
アプリや音
楽・動画を
転送

高レートの特性を生かして、よ
り高画質の伝送が可能

装置が小型化できるため、個人端
末への搭載が可能。近づくだけで、
瞬時にダウンロードできる。

数回線を束ねた回
線を構築できる

撮影だけでなく、
モニタ用としても
ケーブルレス化で
自由度が広がり、
現場運用に大きく
役立つ。



テラヘルツ無線の利用シーン

①オフィス内での超高速無線LAN
・多数の人が使用するオフィス内でのLANケーブル配線の煩わしさを解消
・フロアのレイアウト自由度大
・遮蔽の問題があるので、天井にアクセスポイントを設けて上下で通信
・各自がGbps超のアクセス環境
・屋外への電波漏洩が少ないので傍受されるリスクが低い（高いセキュリティ）

②高精細映像の多ch同時伝送（同時録画）

・純粋なワイヤ→無線の置き換え
・アンテナ－TV/レコーダ間をテラヘルツ無線で接続
・送信側はただ全chを送信しているだけ（簡素なシステム）

一台の送信機で複数のTVをカバー（TV側でch選択）
・レコーダに複数のチューナがあれば多ch同時録画が可能

③非接触アップ/ダウンロード

・リモコンのような操作イメージ
・通信距離は短くする代わりに指向性を広げてラフな方向付けで
無線リンクが確立できるようにする。

・TransferJetのようなほぼ接触型でなく、手が届かない距離（1～2m）からでも送受できるイメージ
・ボタンを押すと瞬時に送受完了（位置ずれする時間もない）

1～2m

③

②

・録画番組の瞬時ダウンロード
・撮影写真・動画の瞬時転送

・インフォメーションディスプレイからの
瞬時データ転送

各AV機器で、異なる映像を視聴/録画可能



監視箇所

工事現場

高精細画面による
工事進捗確認
設備状況確認
詳細なテレメータリング

熟練者による指示、アドバイス

電力拠点における大容量無線（映像伝送）の適用イメージ
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Opening the Terahertz Spectrum “Window” 

Bands of Interest
Attenuation

(dB/Km) 

Bandwidth
(GHz)

275 – 300 GHz 6 14

355 - 400 10 22

490 - 510 10 4 

690 - 710 50 18

800 - 850 50 40

Ultraviolet
Spectrum

30.0µm
10 THz

Mid Infrared
Spectrum

300.0µm
1THz

Near Infrared
Spectrum

0.3 - 0 .7µm
350 THz

3.0µm
100THz

1.0µm
300THz

Current Radio Spectrum

100 GHz1000.0µ
300 GHz

Conventional Radio 

Spectrum

• Vast unregulated spectral resource, Gigahertz channel bandwidths possible
• Device technologies maturing rapidly (for security scanning solutions) 
• Target application: In-Building, In-Room, Outdoor “Hotspot” WLAN systems
• Communications standards initiatives begun (802.15 IG THz)
• Potential throughput: Multi-Gig-E and above

Terahertz 
Spectrum

Visible 
Spectrum

0.01 – 0.3 µm
3500 THz

So Why Terahertz?



「技術課題」



デバイスからの出力パワーの点から
言えば指向性の良いデバイスが良い

検出側とのアライメントの点からは指向性が
ない方が都合が良い

テラヘルツデバイスの検討課題①指向性

ビームステアリング技術
導入の必要性

テラヘルツデバイスの検討課題②周波数可変性

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

周波数(THz)

・バイアス変調によって周波数を変える（中心周波数の数%)

・さらに大きく変化させたい場合は素子のアレイ化で対応
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Alan Lee et al. Opt. Lett. 32, 2840 (2007)

Courtesy of Q. Hu

• PMAX = 145 mW • TMAX = 160 K 

at 4.1 THz and 5K 

THz quantum-cascade lasers 



想定されるテラヘルツ利用シーンを提案し、
技術開発課題の一部を議論した。




